
入札時における無効例について 
 

入札に参加される皆様は、以下の入札の無効例と別添の記載例を参考にしてください。 

次のような入札書等は、原則として無効となりますので、ご注意ください。 

入札の無効に関する詳細は、公告文をご確認ください。 

 

＜入札書＞ 

①金額の欄 

・金額を訂正している。 

 

②件名の欄 

・空白 

・指定封筒記載の件名（業務名等）と相違している。 

 

③入札者の欄 

・空白 

・住所の記入がない。 

・商号又は名称の記入がない。 

・代表者の氏名の記入がない。 

・押印（あらかじめ本市に届け出た印判に限る。）していない。 

 

※ 入札、契約の締結等を支店や営業所などに委任している場合は、 委任先の所在地

及び名称、受任者の職氏名を記入してください。委任しているにも関わらず、本社名等

で入札書を記載した場合は、無効又は失格となります。 

 

 

＜指定封筒＞ （郵便入札の場合）  

・一般書留又は簡易書留郵便以外の方法で入札書を提出 

・指定封筒以外の封筒を使用 

・指定封筒に業務名又は差出人名が記載されていない。 


